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研究概要
当教室では脊椎・脊髄に関する基礎的・臨床的研究を中心に行っている。基礎研究は臨床との関連性を重視しており，これま
でに電気生理学的脊髄モニタリング法の臨床応用，動物モデルを用いた腰部神経根性疼痛メカニズムの解明，細胞組織工学に
よる椎間板再生，骨形成タンパクと人工骨の脊椎固定術への応用，パッチクランプ法による疼痛伝達路の解明及び脊髄前角細
胞の電気生理学的作用の解明，脊柱靱帯骨化症に対する分子生物学的アプローチなどを行ってきた。長寿社会が達成された現
在，人々は生活の質の改善を求めており，運動器疾患の治療と撲滅は最重要課題とされている。われわれはこの社会的要求に
応えるべく，臨床面で現在，低侵襲手術の研究・開発にも力を注いでいる。また，形成外科・手の外科分野においても微小血
管外科やキーンベック病に関する報告を数多く行っている。

以下にその詳細を列挙する。
1 ． 脊椎外科に関連する基礎的並びに臨床的研究
 脊椎内視鏡手術の技術開発と臨床応用に関する研究
 脊椎内視鏡手術におけるナビゲーションシステムの応用に関する研究
 脊柱靱帯骨化症関連遺伝子の解析
 腰部脊柱管狭窄症の自然経過に関する疫学調査研究
 腰椎椎間孔障害の補助診断法としての電気生理学的研究
 脱出椎間板組織の吸収過程と神経因性疼痛の制御に関する研究
 変性椎間板による神経因性疼痛発現機序とその制御に関する研究
 パッチクランプ法を用いた脊髄内痛覚伝導路に関する研究
 パッチクランプ法を用いた脊髄前角細胞に対する虚血負荷に対する検討
 パッチクランプ法を用いた運動ニューロンの電気生理学的作用の研究
 焼成骨（ true bone ceramic, TBC）の脊椎固定材料としての有用性に関する研究
 術中脊髄機能モニタリングに関する基礎的・臨床的研究
2 ． 骨髄幹細胞による骨・靱帯・関節組織の再生に関する研究
 培養椎間板細胞を用いた椎間板再生に関する研究
 骨髄幹細胞を用いた脊椎固定術に関する研究
 骨髄幹細胞を用いた靱帯再建術に関する研究
3 ． 骨形成タンパク (0P-1) の臨床応用に関する研究
 骨形成タンパクによる変性椎間板の再生と神経因性疼痛抑制に関する研究
 骨形成タンパクによる脊椎固定術に関する研究
4 ． その他
 キ - ンベック病に関する臨床的研究
 マイクロサージェリーを用いた機能再建術に関する臨床的研究
 小児上腕骨顆上骨折の装具療法の研究
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2011.7.3．神戸市

28.
山田宏：脊椎内視鏡手術の実際と展望．第1 回奈良鏡視下手術スキルアップセミナー，2011.8.27 ．奈良市

29.

山田宏：”なぜ、腰椎手術は失敗するのか？”－成功するための新知見－．下関脊椎カンファレンス，2011.12.8 ．下関市

30.
橋爪洋：運動プログラムによる腰痛の予防、改善の効果について．橋本市介護予防のまちづくり講演会パートⅡ， 2011. 2. 橋本市

31.
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京

48.
中川幸洋：｢腰痛について｣ ｢腰痛の最新の治療｣．第 3 回最新の医療カンファレンス，2011.7.14 ．和歌山市

49.

中川幸洋：高齢者の腰部脊柱管狭窄症患者に対する後方内視鏡手術．第 11 回 Advanced Technologies in Spinal

Treatment(ATST)， 2011.7.23-24 ．東京

50.

中川幸洋：頚椎変性疾患に対する脊椎内視鏡下手術．第5 回大阪南整形外科フォーラム2011.11.5 ．大阪

51.
南晋司、吉田宗人：リウマチ股関節病変に対する人工関節置換術．第2 回紀三井寺リウマチセミナー，2011.6.25-26 ．和歌山市

52.
南晋司：骨軟部腫瘍および鑑別を要する骨関節疾患の画像診断．第107 会 和歌山臨床整形外科医会研修会， 2011.4 ．和歌山市

53.
南晋司：整形外科における関節リウマチの治療．第1 回 阪和リウマチ Nurse Seminar， 2011.11．泉佐野市

54.
西秀人：救命救急センターにおける整形外科診療：第107 回和歌山臨床整形外科医会研修会，2011.4 ．和歌山市

55.
岩﨑博、吉田宗人、山田宏：「腰椎外側病変の診断と治療」　腰椎外側病変に対する電気生理学的機能診断 . 第 46回日本脊椎障害医学

会 , 2011.11. 大阪

56.
筒井俊二、綿貫匡則、山田宏、長田圭司、石元優々、延與良夫、吉村典子、吉田宗人：地域住民コホートを用いた腰椎変性側弯新規発生例

の前向き研究  - 側弯発生の危険因子と自然経過について- ．第 40回日本脊椎脊髄病学会，2011. 4 ．東京

57.
中根康博：鏡視下腱板修復術の現状と私の手術方法．MITEK セミナー， 2011.1.29 ，大阪市中央区エプソンビル17F

58.
中根康博：ラグビーの外傷対策．和歌山ラグビーフットボール協会主催指導者講習会，2011.7.10 ，和歌山　

59.
中根康博：当院での腱板断裂治療．第1 回関西肩コラボレーションミーティング，2011.9.3，大阪



60.
中根康博：球関節を考える．REACH ワークショップセミナー，2011.4.10 ，大阪

61.
中根康博：スポーツ指導者に必要な医学的知識．日本体育協会主催　和歌山県スポーツ指導者講習会， 2011.10.16，和歌山市

62.
中根康博：スポーツ指導者に必要な医学的知識．日本体育協会主催　和歌山県スポーツ指導者講習会， 2011.10.30，田辺市

63.
中根康博：球関節の診かた考え方（肩関節、股関節）．第10回 Sports Medicine Conference 2011 ， 2011.12.18，大阪

64.
高見正成： Vertebroplastyと instrumentation without fusion 法による胸腰椎破裂骨折の治療．第22回腰痛シンポジウム,2011.3 ．

東京

65.
大宝英矢：膝関節の痛みについて．橋本市民病院健康セミナー，2011.11.26．和歌山

c) 全国学会
1. 谷口泰德、下江隆司、辻本修平、山中学、吉田宗人：上外側膝動脈皮弁による治療を行った膝下切断端難治性潰瘍の一例．第54回日

本形成外科学会学術集会，2011.4 ．徳島市

2. 谷口泰德： King法と King変法、どっちが本当のKing法？ . 第 54回日本手の外科学会， 2011.4 ．青森市

3. 谷口泰德、下江隆司、山中学、吉田宗人：手根管症候群を発症したKienbock 病 . 第 84回日本整形外科学会， 2011.5 ．横浜市

4. 安藤宗治、玉置哲也、麻殖生和博、高見正成、神埜聖治、吉田宗人：Br(E)-MsEP を用いた頸椎手術の術中モニタリングにおけるコ

ントロールの検討．第40回日本脊椎脊髄病学会，2011.4 ．東京

5. 伊藤全哉、松山幸弘、四宮謙一、安藤宗治、里見和彦、谷俊一、石黒直樹：術中脊髄モニタリングにおける新しいアラームポイントの

策定　日本脊椎脊髄病学会モニタリング委員会による多施設調査．第 84回日本整形外科学会， 2011.5 ．横浜

6. 安藤宗治、玉置哲也、麻殖生和博、神埜聖治、峠康：4 ロッドシステムを用いた後頭骨・頚椎・胸椎固定の検討．第46回日本脊髄

障害医学会， 2011.11．泉佐野

7. 山田宏、吉田宗人、橋爪洋、南出晃人、中川幸洋、河合将紀、岩崎博、筒井俊二、木岡雅彦、石元優々、長田圭司、瀧口登、籠谷良

平：腰椎椎間孔部狭窄に対する脊椎内視鏡を用いた非固定・除圧単独手術の中期臨床成績．第40回日本脊椎脊髄病学会, 2011.4.21-

23，東京

8. 山田宏、吉田宗人、橋爪洋、南出晃人、中川幸洋、河合将紀、岩崎博、筒井俊二、木岡雅彦、石元優々、長田圭司、瀧口登、籠谷良

平：腰仙椎管症候群－新しい疾患概念と手術術式の提案－．第40回日本脊椎脊髄病学会，2011.4.21-23 ，東京

9. 山田宏，吉田宗人，橋爪洋，南出晃人，中川幸洋，河合将紀，岩崎博，筒井俊二，木岡雅彦，石元優々，長田圭司，瀧口登，籠谷良

平：腰椎椎間孔部狭窄に対する脊椎内視鏡手術の中期臨床成績．第84回日本整形外科学会学術総会， 2011.5.12-15 ，東京

10.

山田宏，吉田宗人，橋爪洋，南出晃人，中川幸洋，河合将紀，岩崎博，筒井俊二，木岡雅彦，石元優々，長田圭司，瀧口登，籠谷良平，寺口

真年：脊椎内視鏡は腰椎外側病変手術における医原性不安定症を回避できるか？．第14回日本内視鏡低侵襲脊椎外科学

会 ,2011.11.25-26 ，神戸市

11.

槻浩二，戸田佳孝，月村規子，増田研一：変形性膝関節症患者に対するロフストランド杖の効果．第84回日本整形外科学会学術集会，

2011． 5 ．横浜

12.
橋爪洋、吉田宗人、西秀人、山田宏、南出晃人、中川幸洋、河合将紀、岩﨑博、筒井俊二、木岡雅彦、石元優々、長田圭司：化膿性脊椎炎に



おける起因菌同定は治療経過に影響を及ぼしたか？ 第 84回日本整形外科学会学術総会，2011. 5. WEB開催

13.
橋爪洋、吉田宗人、長田圭司、宮崎展行、山田宏、南出晃人、中川幸洋、河合将紀、岩﨑博、筒井俊二、石元優々、吉村典子：高齢者運動器

疾患（腰痛・転倒）予防のためのビデオ体操プログラムの開発．第40回日本脊椎脊髄病学会，2011, 4-5. WEB 開催

14.
橋爪洋、吉田宗人、西秀人、山田宏、南出晃人、中川幸洋、河合将紀、岩﨑博、筒井俊二、木岡雅彦、石元優々、長田圭司、瀧口登、籠谷良

平：化膿性脊椎炎における起因菌同定は治療経過に影響を及ぼしたか？ 第40回日本脊椎脊髄病学会，2011, 4-5. WEB 開催

15.
峠康：筋電図パワースペクトル解析を用いた健常高齢者の腰背部筋疲労特性．第48回日本リハビリテーション医学会学術集会, 2011.11. 千

葉

16.
松本卓二, 西山大介, 寺口真年, 浅井宣樹, 浜崎広洋：大腿骨近位部骨折3 大腿骨転子部骨折における髄内釘の術後スライディング量

について― Gamma 3 、MultiFix、 PFNA 、 InterTAN における比較検討 ．第 37回日本骨折治療学会、 2011.7 　横浜

17.
松本卓二, 西山大介, 寺口真年, 浅井宣樹, 浜崎広洋：上膝蓋アプローチを用いた脛骨髄内釘の治療経験―従来法との比較と新しい挿入器

具の開発．第 37回日本骨折治療学会、 2011.7 　横浜

18.

南出晃人, 吉田宗人, 山田宏 , 橋爪洋 , 中川幸洋, 河合将紀, 岩崎博 , 筒井俊二, 西秀人：腰椎変性すべり症に対する内視鏡

下後方除圧術の臨床成績　 5 年以上の長期臨床成績．第84回日本整形外科学会学術総会. 2011. 5. 12-15. Web 開催

19.

南出晃人 , 吉田宗人 , 山田宏 , 橋爪洋 , 中川幸洋 , 河合将紀 , 岩崎博 , 筒井俊二 , 川上守 , 安藤宗治：腰椎変性すべり症

に対する非固定術と固定術の前向き研究　内視鏡下除圧術と固定術の臨床成績．第40回日本脊椎脊髄病学会. 2011. 4. 21- 5. 9. Web

開催

20.
南出晃人 , 吉田宗人 , 山田宏 , 橋爪洋 , 中川幸洋 , 河合将紀 , 岩崎博 , 筒井俊二 , 岡田基宏 , 木岡雅彦 , 石元優々 , 長田

圭司 , 瀧口登：頸椎疾患手術の適応と問題点 頸椎症性脊髄症に対する内視鏡下頸椎除圧術の臨床成績．第 40回日本脊椎脊髄病学

会 . 2011. 4.21- 5. 9. Web開催

21.
南出晃人、吉田宗人、山田宏、橋爪洋、中川幸洋、河合将紀、岩崎博、筒井俊二：腰椎変性すべり症に対する内視鏡下後方除圧術の長期臨床

成績‐ 5 年以上の臨床成績. 第 14回日本内視鏡低侵襲脊椎外科学会, 2011. 11. 25-26. 神戸

22.
中川幸洋，吉田宗人，山田宏，橋爪洋，南出晃人，西秀人，河合将紀，岩崎博，筒井俊二，木岡雅彦，石元優々，長田圭司：腰部脊柱管狭窄

症に対する後方内視鏡下除圧術の長期成績- 5年以上経過症例の検討 - ．第 40回日本脊椎脊髄病学会，2011.4.21-23 ，東京

23.
中川幸洋，吉田宗人，山田宏，橋爪洋，南出晃人，西秀人，河合将紀，岩崎博，筒井俊二，木岡雅彦，石元優々，長田圭司：頚髄症患者にお

ける後方内視鏡下除圧術後の椎間板の退縮について．第 40回日本脊椎脊髄病学会，2011.4.21-23 ，東京

24.
中川幸洋，吉田宗人，山田宏，橋爪洋，南出晃人，西秀人，河合将紀，岩崎博，筒井俊二，木岡雅彦，石元優々：腰部脊柱管狭窄症に対する

後方内視鏡下除圧術の長期成績 - 術後 5 年以上経過症例について- ．第 84回日本整形外科学会学術総会，2011.5.12-15 ，

東京

25.
中川幸洋，吉田宗人，山田宏，橋爪洋，南出晃人，河合将紀，岩崎博，筒井俊二，西秀人，遠藤徹：頸椎神経根症に対する後方内視鏡下椎間



孔拡大術．第 14回日本内視鏡低侵襲脊椎外科学会，2011.11.24.-25 ，神戸市

26.

中川幸洋，吉田宗人，山田宏，橋爪洋，南出晃人，河合将紀，岩崎博，筒井俊二，西秀人，遠藤徹：頚部脊髄症に対する後方内視鏡下手術の

適応拡大について．第14回日本内視鏡低侵襲脊椎外科学会，2011.11.24.-25 ，神戸市

27.
南晋司，坂田亮介，宮崎展行，三宅悠介，中谷如希，吉田宗人：人工膝関節置換術における大腿骨後顆骨切り，コンポーネント設置後のギャ

ップの変化．第 41回日本人工関節学会，2011.2.25-26 ．東京

28.
南晋司 , 坂田亮介 , 宮崎展行 , 三宅悠介 , 吉田宗人：腫瘍用人工膝関節にて 20年以上経過した 3 症例．第 3 回

JOSKAS ， 2011.6.16-18 ．札幌市

29.
南晋司 , 坂田亮介, 宮崎展行, 三宅悠介, 久保井勇樹 , 吉田宗人：人工膝関節置換術に対するFondaparinux Enoxaparin投与によ

る静脈血栓塞栓症予防効果の比較検討．第3 回 JOSKAS ， 2011.6.16-18 ．札幌市

30. 　南晋司 , 三宅悠介 , 坂田亮介 , 宮崎展行 , 吉田宗人：膝関節外側滑液包より発生したlipoma arborescens の 1 例．第 44回

日本整形外科学

　　会骨軟部腫瘍学術集会，2011． 7 ．京都

31.
森信太郎，吉田宗人，河合将紀，橋爪洋，野村和教，岡嶋啓一郎：MED法を用いて治療したガス含有腰椎椎間板ヘルニアの3 例．第

14回日本内視鏡低侵襲脊椎外科学会，  2011.11. 25．神戸

32.

野村和教，吉田宗人，河合将紀，麻殖生和博，岡田基宏，中尾慎一：手術を要した未成年者の腰椎椎間板ヘルニアの臨床的特徴と、それらの

症例に対する内視鏡下椎間板摘出術（MED）の成績について．第40回日本脊椎脊髄病学会，2011.4 ．東京

33.

野村和教，吉田宗人：若年性腰椎椎間板ヘルニアの臨床的特徴とその内視鏡下椎間板摘出術（MED）の成績について．第22回日本小児

整形外科学会学術集会，2011.12．京都

34.
坂田亮介 , 南晋司 , 宮崎展行 , 三宅悠介 , 久保井勇樹 , 吉田宗人：人工股関節置換術が膝関節アライメントにあたえる影響．第３回

日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会，2011． 6 ．札幌

35.
坂田亮介，南晋司，宮崎展行，三宅悠介，中村憲太，吉田宗人：ステム破損をきたした腫瘍用人工関節の2 例．第 41回日本人工関節学会，

2011.2.25-26 ．東京

36.
筒井俊二，綿貫匡則，山田宏，長田圭司，延與良夫，吉村典子，吉田宗人：腰椎変性側弯の新規発生の危険因子．第84回日本整形外科学会

学術総会， 2011. 5 ．東京

37.
中根康博、岩崎正文、仲井間憲彦、左海伸夫、角谷昭一、簗瀬能三、谷口亘、三宅悠介、吉田宗人：若年者における腱板損傷が反復性肩関節

前方不安定症の主要因と考えられた2 例．第 3 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会，2011.6.16 ，札幌

38.
中根康博、岩崎正文、仲井間憲彦、左海伸夫、角谷昭一、簗瀬能三、谷口亘、三宅悠介、吉田宗人：Mitek 社製 Versalok anchor を用

いた Knotless Cross Bridging Suture ARCR ．第 3 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会，2011.6.16 札幌

39.
貴志悠矢、中根康博、貴志真也、川上基好、柏木孝介、左海伸夫、角谷昭一：野球選手の体幹の特徴．第3 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形



外科学会， 2011.6.16 ，札幌

40.
川上基好、中根康博、貴志真也、柏木孝介、貴志悠矢、左海伸夫、角谷昭一：野球選手の体幹機能のシーズン変化．第3 回日本関節鏡・

膝・スポーツ整形外科学会，2011.6.16 ，札幌

41.
柏木孝介、中根康博、貴志真也、川上基好、貴志悠矢、左海伸夫、角谷昭一：Total arc１８０度の法則とHIR の関係性．第 3 回日本関

節鏡・膝・スポーツ整形外科学会，2011.6.16 ，札幌

42.
貴志真也、中根康博、川上基好、柏木孝介、貴志悠矢、左海伸夫、角谷昭一：男子大学剣道選手の股関節機能と腰痛の関係．第3 回日本関

節鏡・膝・スポーツ整形外科学会，2011.6.16 ，札幌

43.
宮崎展行，南晋司，坂田亮介，谷口亘，峰巨，三宅悠介，吉田宗人：人工股関節置換術に対する満足度調査―患者アンケートを用いて―．第38
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30.
岡田紗枝、中川幸洋、山田宏、南出晃人、岩崎博、岡田基宏、石元優々、吉田宗人：骨粗鬆症性圧迫骨折後の高度後湾変形に対する後方アプ

ローチによる再建術の 1 例．整形外科集談会京阪神地方会，2010.06.19.大阪

31.

岡田紗枝、中谷如希、林未統、直川裕樹、下江隆司：大腿骨頭骨折を伴う股関節脱臼2 例の治療経験．第79回和歌山医学総会，

2011.7.10

32.

岡田紗枝、中谷如希、林未統、直川裕樹、下江隆司：外傷後肘関節拘縮に対し小皮切開による拘縮解離術を行った一例．和歌山最少侵襲整形

外科学会， 2011.1

33.
籠谷良平 , 山田宏 , 筒井俊二 , 吉田宗人：止血機能異常症例に対する脊椎内視鏡手術の治療経験．第 117 回中部日本整形外科災害外

科学会 ,2011.10.28. 宇部

34.

寺口真年，松本卓二，西山大介，浅井宣樹，下江隆司，浜崎広洋：強直性脊椎炎に伴う頚椎骨折に対し、切り絵法を応用し後方固定術を施行

した 2 例．第 116 回中部日本整形外科災害外科学会，2011.4.8．高知市

35.

寺口真年，松本卓二，西山大介，三宅悠介，浜崎広洋：診断に難渋したため不帰の転帰に至った極めて稀な激症型胸椎原発NK/T細胞性リン

パ腫の 1 例．和歌山医学学会，2011.7.10 ．和歌山

36.
山中学 , 谷口泰徳   , 下江隆司   , 辻本修平   , 吉田宗人：根管症候群を発症したKienbock 病． . 第 117 回中部日本整形外科災害外

科学会 ,2011.10.28. 宇部

37.
山中学 , 谷口泰徳   , 浅井宣樹   , 辻本修平   , 吉田宗人：ガングリオンによる肩甲上神経麻痺の1 例． . 第 117 回中部日本整形外科

災害外科学会 ,2011.10.28. 宇部

38.
山中学 , 谷口泰徳   , 吉田宗人   , 北野岳史   : 小皮切による手根管開放術後に再手術を行った1 例 . 第 79回和歌山医学会総

会 ,2011.7.10.和歌山

39.
山中学 , 谷口泰徳   , 北野岳史   , 下江隆司   , 吉田宗人：長期間経過した高齢者巨趾症の1 例．第 116 回中部日本整形外科災害外科



学会， 2011.4 ．高知

40.
中村憲太, 南出晃人   , 西秀人   , 中川幸洋   , 山田宏   , 橋爪洋   , 岩崎博   , 吉田宗人   , 宇本麻衣子   , 安藤竜起   , 村田顕也   , 近

    藤智善   ： Surfer's myelopathyの 1 例．第 116 回中部日本整形外科災害外科学会，2011.4.8．高知市

41.

中村憲太：THA後に長期脱臼した1 例．和歌山整形外科学会，2011.3. 　和歌山

42.

中村憲太： Surfer’s myelopathy の１例．第 435 回整形外科集談会京阪神地方会，2011.7. 　大阪

43.

中村憲太：TKA後に脛骨脆弱性骨折を来した1 例．和歌山医学会総会，2011.7. 　和歌山

44.
中村憲太，宮崎展行，坂田亮介，南晋司，三宅悠介，吉田宗人：離断性骨軟骨炎と鑑別を要した  femoral condyle irregularity の 1 例．

第 8 回和歌山最小侵襲整形外科（MIOS ）フォーラム， 2011.1.22 ，和歌山市

45.

辻本修平、筒井俊二、木岡雅彦、山田宏、吉田宗人：頚椎椎弓形成術後に自然縮小した石灰沈着を伴う頚椎椎間板ヘルニアの1 例．第

434 回京阪神集団会　 2011.3.19 　

46.
辻本修平、谷口泰徳、北野岳史、山中学、吉田宗人：遠位尺関節症による稀な屈筋腱皮下断裂の2 例 . 和歌山県整形外科医会

2011.3.6. 和歌山

47.
辻本修平, 谷口泰徳   , 山中学   , 下江隆司   , 吉田宗人：月状三角骨解離に対し月状骨摘出術が有効であった1 例．第 117 回中部日

本整形外科災害外科学会,2011.10.28. 宇部

48.
辻本修平、岡安勤、下薗英史：Down 症候群に合併した習慣性股関節に対し大腿骨内反骨切リ術を施行した一例．第48回近畿小児整

形外科懇話会 ,2011.8 大阪市

49.
久保井勇樹 , 谷口泰徳   , 中谷匡登   , 岩田勝栄   , 吉田宗人：後脛骨筋腱腱鞘炎の 1 例．和歌山医学学会， 2011.7.10 ．和歌山

50.
岩橋弘樹 , 谷口泰徳   , 辻本修平   , 吉田宗人：滑膜性腫瘤による手根管症候群の一例．第 117 回中部日本整形外科災害外科学

会 ,2011.10.28. 宇部

51.

井口智揮，中川幸洋，吉田宗人，山田宏，橋爪洋，南出晃人，河合将紀，岩崎博，筒井俊二：プロスポーツ選手の頚髄症に対する後方内視鏡

下除圧術の 1 例，第 8 回和歌山 MIOS フォーラム， 2011.1.22 ，和歌山市

52.
井口智揮，中川幸洋，吉田宗人，山田宏，橋爪洋，南出晃人，西秀人，河合将紀，岩崎博，筒井俊二，木岡雅彦，石元優々，長田圭司：プロ

スポーツ選手に対する頚椎内視鏡手術，第21回和歌山県整形外科医会，2011.3.6，和歌山市

53.
曽根勝真弓，中川幸洋，山田宏，橋爪洋，南出晃人，河合将紀，岩崎博，筒井俊二，木岡雅彦，石元優々，長田圭司，吉田宗人：椎間板ヘル

ニアによる頚髄症患者に対する後方内視鏡下除圧術. 和歌山 MIOS フォーラム， 2011.1.22 ．和歌山市

e) その他 ( 研究会等 )

1. 吉田宗人：ラジオ「痛いの・痛いの・飛んでけ！」　和歌山放送　月 1 回放送



2. 岡安勤、下薗英史：脳性麻痺の股関節脱臼に対するBarr 変法プラス両股関節周囲筋解離術・ハムストリング延長術の一不成功例．第

28回日本脳性麻痺の外科研究会主題１,2011.10熊本市 .

3. 安藤宗治，玉置哲也，麻殖生和博，峠康，山崎悟，高見正成，太田泰宏，神埜聖治，佐々木俊二：頚椎椎弓形成術後C5麻痺は術中モ

ニタリングで予防可能か．第33回脊髄機能診断研究会，2011.2 ．東京

4. 山田宏：脊柱靭帯骨化症に関する調査研究．平成23年度第 2 回班会議， 2011.11.5 ，慶應義塾大学病院､東京

5. 増田研一：変形性膝関節症患者における画像所見と臨床症状の関連性2 ： MRI（特に骨壊死像に関して）．第3 回変形性膝関

節症を考える会，2011． 8 ．大阪

6. 南出晃人：頚椎疾患に対する病態と治療－最近のトピックス．平成22年度和歌山市医師会外科・整形外科部会講演会. 2011. 2.5. 和

歌山

7. 南出晃人：脊椎内視鏡手術の適応とその有用性．第227 回　大阪臨床整形外科医会研修会． 2011. 2. 19. 大阪市

8. 南出晃人：内視鏡下脊椎後方手術の実際．アドバイザーミーティング．2011. 5.30. 和歌山

9. 南出晃人：痛みの治療．ヤンセンファーマ株式会社　社内勉強会． 2011.7.25. 和歌山

10.
南出晃人：骨粗鬆症における最新の知見と展望．骨粗鬆症セミナーin日高． 2011. 10.4. 御坊市

11.
南出晃人：骨粗鬆症診療における診断と治療 ‐最新の知見と展望．田辺市・日高・西牟婁郡　三医師会学術講演会． 2011. 10.6. 田辺市

12.
河合将紀：腰痛について－ほっとけない腰痛とは－, 第 3 回最新医療カンファレンス 腰痛 総論 , 2011. 7. 14 ．和歌山

13.
山田宏 , 吉田宗人 , 河合将紀 , 橋爪洋 , 南出晃人 , 中川幸洋 , 岩崎博 , 筒井俊二：胸椎黄色靭帯骨化症に対する内視鏡下手術

の試み , 脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 ． H23 年度第 2 回班会議 , 2011.11.5, 東京

14.

河合将紀：内視鏡下腰椎椎間板ヘルニア摘出術（MED） , 第 2 回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー, 2011.6. 24-25, 和歌山

15.

河合将紀： METRxシステムを用いた内視鏡下脊椎後方手術の現状, 第 3 回 VHJスパインセミナー, 2011.11.19, 東京

16.

河合将紀：腰椎椎間板ヘルニアに対する低侵襲アプローチ – MEDと PED- , 　カダバセミナー2011, 2011. 2. 4, 和歌山

17.
中川幸洋：第 2 回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー（技術講習会・講師）， 2010.6.25 ．和歌山市

18.
麻殖生和博：神経障害性疼痛へのアプローチ～整形外科領域における疼痛コントロール～．河北痛みのフォーラム，2011． 6 　 . 和歌

山市

19.

麻殖生和博：骨粗鬆症の治療戦略　～整形外科の立場から～．日高医師会学術講演会， 2011． 11　 . 御坊市

20.

野村和教：脊椎のスポーツ障害・発症のメカニズムと予防法　椎間板障害． . 第 21回関西臨床スポーツ医・科学研究会. 2011.6.大阪

21.
中根康博：第 5 回　菅谷系肩関節鏡手術研究会に参加（cadaver を使った手術研究会），2011.1.21 ～ 25 ハワイ島ハワイ大学

22.
中根康博：第 1 回関西肩コラボレーションミーティング，2011.9.3 大阪

23.
中根康博：股関節鏡（ FAI ）ライブサージェリー企画，2011.7.6 角谷整形外科病院



24.
中根康博：国民体育大会（山口県主催）に和歌山県代表チームの帯同ドクターとして参加，2011.10.8 ～ 10　山口県　

25.
中根康博： Depuy MITEK 社主催の肩関節鏡手術キャザバートレーニング（講師），2011.11.19～ 21　ハワイ大学　

26.
中根康博：関西独立リーグ紀州レンジャーズ　定期メディカルチェック， 2011.3/31, 4/7, 4/11, 4/15　角谷整形外科病院　

27.
宮崎展行，南晋司，坂田亮介，綿貫匡則，中谷匡登，三宅悠介，吉田宗人：8 の字締結法を用いたDall 骨片固定 ．第 1 回ドール手術

手技研究会， 2011.4.2，大阪市

28.
宮崎展行，南晋司，坂田亮介，三宅悠介，吉田宗人：THA38年後に感染にて抜去したMcKee-Farrarの 1 例．第 6 回超長期耐用をめ

ざしたインプラントと骨との固着を語る会 ， 2011.3.12 ，京都市

29.

木岡雅彦 , 吉田宗人 , 河合将紀 , 中川幸洋 , 南出晃人 , 山田宏 , 橋爪洋 , 筒井俊二 , 岩崎博 , 石元優々 , 長田圭司 , 瀧口

登 , 籠谷良平 , 湊小太郎 , 中尾恵 , 今西勁峰 , 井上喜仁 , 森正人 , 高橋隆 , 今中良一 : 当科におけるコンピューター

支援下脊椎内視鏡手術 , 第 5 回日本 CAOS 研究会 , 2011.9. 吹田市

30.
谷口亘、瀧口登、海戸弥恵、西尾尚子、川﨑康彦、宮崎展行、吉田宗人、中塚映政: 視床下部A11 細胞電気刺激によるドパミン神経作動性

下行性疼痛抑制系の活性化－in vivo パッチクランプ法を用いた機能解析 . 第 33回脊髄機能診断研究会 . 2011.2, 東京

31.
谷口亘、松村伸司、西尾尚子、瀧口登、伊藤誠二、吉田宗人、中塚映政 : 多光子励起レーザー顕微鏡を用いた脊髄後角痛覚ニューロンの動

態解析 . 第 9 回整形外科痛みを語る会2011.6, 松山

32.
峰巨：持続吸引療法が奏功した難治性THA術後感染の１例．紀伊半島整形外科懇話会，2011.7.

研究費交付状況
1. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業　分担研究者　吉田宗人：脊柱靱帯骨化症に関する調査研究

2. 厚生労働科学研究費補助金長寿科学総合研究事業　分担研究者　吉田宗人：膝痛・腰痛・骨折に関する高齢者介護予防のための地域代

表性を有する大規模住民コホート追跡研究

3. 厚生労働科学研究費補助金長寿科学総合研究事業　分担研究者　吉田宗人：腰痛の診断、治療法に関する研究「腰部脊柱管狭窄症の診

断・治療法の開発」

4. 平成 22年度科学研究費補助金（基盤研究(C) ）　代表研究者　吉田宗人：脊髄損傷後の難治性疼痛における ROSの関与につい

て

5. 平成 23年度特定研究助成プロジェクト　吉田宗人　山田宏：神経系による生体反応の制御—基礎医学・臨床医学の融合—

6. 平成 23年受託研究（和医大総第B-23004号）吉田宗人：高齢者運動器疾患予防対策事業に係る運動プログラム開発

7. 厚生労働省科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業　分担研究者　山田宏､吉田宗人､河合将紀､橋爪　洋､南出晃人､中川幸洋､岩崎博､

筒井俊二､遠藤徹：胸椎黄色靭帯骨化症に対する内視鏡下手術の試み

8. 文部科学省科学研究費　基盤研究（Ｃ）山田宏：腰部脊柱管狭窄症の発症要因の解明　車両搭載型ＭＲＩを用いた地域住民コホート研

究

9. 日本学術振興会科学研究費　基盤研究（Ｃ）橋爪洋：腰椎椎間孔外側病変ならびにダブルクラッシュ病変における疼痛メカニズムの解

明

10.



文部科学省科学研究費　若手研究（Ｂ）谷口亘： In vivo パッチクランプ法を用いたドーパミン下行性疼痛抑制系の解明

11.

経済産業省課題解決型医療機器の開発・改良に向けた病院・企業間の連携支援事業 木岡 雅彦 , 吉田 宗人 : 　 Augmented Endoscope 内

視鏡下脊柱管狭窄症手術の術前・術中支援システム

12.
平成 23年度和歌山県立医科大学若手研究支援助成　木岡雅彦：高速レンダリング技術を利用した脊椎内視鏡手術支援および手術教育システ

ムの開発


